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皆さん、年末年始を如何お過ごしだったでしょうか？今年は冬季休業が例年よりも短めだったのに

加え、コロナ禍への対応もあり、様々な行動が制限されたのではないでしょうか？私はもっぱら手酌で

駅伝三昧の三日間でした。 

 

退任まであと三か月、最後まで学長の職務を責任もって成し遂げるのは当然ですが、一方でこれまで

の来し方を振り返り、行く末を想う時間が増えてきたのも否めません。”最も強い者や、最も賢い者が

生き延びるのでもない。唯一生き残るのは変化できる者である”という強い信念と 3C精神で自らを奮

い立たせながら、“社会から信頼される大学、構成員が誇りをもって働ける大学として存続・発展させ

る”という自らに課した使命を果たすために歩き続けた 6 年間でした。いったい何をどこまで達成で

きたのか、中途半端じゃなかったか、皆さんの理解は得られていたのか等々、後悔じみた思いがないわ

けでもありません。この 6年が何であったのか、良かったのか悪かったのか、いずれも将来の方々に評

価していただくしかありません。ただ伝統という魅惑的な言葉の中に安住し没しかねない宇大に、大き

な変化の契機を与えたことだけは確かだと自負しています。そんな私からの、行く末に向けた最後の

“遺言”が添付した“年頭のご挨拶”です。どう解決するかは皆さんの手にかかっていますが、課題そ

のものは間違いないと確信していますし、“今”に拘らず変化を受け入れる柔軟さが必要です。皆さん

の真摯な向き合いに期待しています。 

 

皆さんのご理解やご協力、ご苦労によって、本学のプレゼンスや評価は確実に上がってきています。

来年から始まる第四期中期目標・中期計画期間では、個々の国立大学にとって発展・再生・消滅いずれ

かの方向が見えてくる期間と考えられますが、本学の未来は決して悲観するものではありません。ぜひ

とも池田新学長の下で、Team 宇大として発展的存続に向けて力を合わせていただき、明るい未来に進

んで欲しいと思います。どうか残り三か月よろしくお願いいたします。そうしてこれからの宇都宮大学

をよろしくお願いいたします。 



年頭のご挨拶 

 

令和三年の仕事始めにあたり、ひとことご挨拶を申し上げます。皆さんそれぞれ晴れやかな新年

を迎えられたことと思いますが、今年は冬季休業が例年よりも短めで慌ただしかったでしょうか。 

 

昨年は新型コロナウイルス感染症に振り回された一年でした。幸いにも本学ではクラスター的な

感染拡大もなく、健康被害を受けた教職員や学生はいらっしゃらないと伺っており、安堵しており

ます。どうか油断なさらず、これまで以上に公私とも感染対策を遵守いただきたいと思います。 

今回のコロナ禍は社会全体に甚大な被害を与え、大学でも教育・研究をはじめとする業務全般に

大きな影響があらわれました。私の任期も残り三か月となった今年のご挨拶は、例年のような大学

の状況全般や今後の展望ではなく、コロナ禍の中で浮き彫りになった問題を契機に、今後みなさん

が真剣に考え取り組んでいただきたいことをお伝えしたいと思います。 

 

一つは大学の最大のミッションである教育に現れた課題であり、国際的に遅れた教育方法を見直

しつつ本学の存在意義を強めていかなければいけないという点です。 

オンライン教育を導入せざるを得ないなか、学生からすれば、通学時間等の節約、自分のペース

で理解できるまで学習できるなどのメリットが挙げられました。一方で、通信環境の脆弱性による

トラブル、不慣れな教員の講義の質、大量のレポートやコメント・返却の不備等に対する不満など

の声も少なくありませんでした。更に教員とあるいは学生間のコミュニケーションの取りにくさな

ども指摘されています。しかし、これらのデメリットは双方の慣れや環境の整備、ビデオチャット

等の活用を工夫する中で解消していくと期待できます。加えてオンライン教育が真剣に取り組まれ

る中で、知識はオンラインで、それを踏まえたディスカッションや演習を対面でというようなハイ

ブリッド型、反転型の授業が模索され、国際的に大きく遅れていた知識教授型中心の日本型教育の

見直しという副産物も生み出されつつあります。本学としても積極的に取り組むべき課題です。 

ところで、このようにオンラインの教育が拡大する中で、私たちは大学において、特に教育が主

体にならざるを得ない地方大学において、物理的なキャンパスが存在する意味を真剣に考えておく

必要があります。共同教育学部を構想していた3-4年前から自身に問い続けてきましたが、私自身ま

だ納得の得られる結論は得られていません。例えば実験系の分野では実験や実習があるからと言わ

れます。しかし5Gさらには6Gへとネット環境が進みVR技術が進む中では、ディスカッションはもと

より、教育的な実験実習のオンライン化は技術的に十分に可能になるでしょう。手術支援ロボット

“ダビンチ”を使った遠隔手術すら可能となる時代です。繰り返しますが、“大学に物理的なキャ

ンパスがある意味”を突き詰めて考え、その意味を強みとして延ばさない限り、本学のような教育

主体の地方大学は、その存在意味が問われかねないと危惧しています。過去の単純な延長としての

未来はないことを肝に据えていただきたいと思います。 

 

二つ目は運営上の課題であり、それを契機に働きやすく効率・効果的な運営システムを作り上げ

なければいけないという点です。 

コロナ禍の中、一部で在宅勤務等を実施したのはご記憶の通りです。そこで課題となったのは、

オンラインでも効率的かつ確実に業務を遂行できるシステム整備が不十分だということです。教務

システム、財務会計システム、職員webサイトをはじめとして多くのサイトが外部からアクセスでき

ず、在宅で効率的な業務を行う上での障壁が存在します。これらについてはセキュリティー対策を

万全にしたうえで、新年度に向けて改善が進められています。まさに本学でもコロナ禍以前から計

画されていたDX(デジタルトランスフォーメーション)の一環です。 

しかし、注意しなければいけないのは、DXは手段であり目的ではないということです。大学での

DX推進は、データとデジタル技術を活用して教育・研究・運営の業務を効率化させることが目的で

あり、そのために業務のプロセスや、組織、大学の“文化”を根本的に見直す契機となるもので



す。ここでは取り敢えず事務的業務だけで話しますが、趣旨は教育・研究であっても同様です。   
長く事務的な業務を見ていると、部、課さらには係の間ですら厳然と壁が存在するため、二度手

間、三度手間になっている業務の重なり・無意味な無駄が嫌でも目につきます。それは決して大学

に限った話ではないようですが、そうした無意味な無駄を曖昧にせず、例えば個々の業務の見直し

を図りながらフローチャートを作り、他の部・課・係との擦り合わせを行って重複を避け、お互い

に仕事を押し付け合うのではなく、正しいコミュニケーションをとりながら適切な役割分担を行う

ことが不可欠だと考えます。そうした根本的な見直しがなければ、形式的にデジタル化やリモート

ワーク可能な環境が整備されても、その効果は極めて限定的です。自分の所属する狭い場所に立っ

た業務改善や効率化ではなく、宇都宮大学の中にある組織間の壁という古い“文化”を壊す覚悟が

必要です。制度疲労を起こしているかもしれない現在の部・課・係という組織を、単に名前の変更

だけでなく大胆に見直し、業務効率化を図る必要があるかもしれません。 
業務効率化、それは過去から何度も叫ばれ、しかし根本的には一向に進んでこなかった難しい課

題です。しかし業務効率化は単に“経営の合理化”という観点で進められるのではありません。経

営体である以上、そうした観点が皆無と言えないのは当然ですが、より大切なのは、効率化して業

務量を減らし、残業もないライフワークバランスの取れた職場にすることです。更に、単なる“こ

なし”の業務だけでなく、個々の人間が組織の在り方や改善をじっくりと考え実効性のあるクリエ

イティブな議論をする精神的・時間的余裕、誤解を恐れずに言えば“意味のある無駄”を生み出す

ためです。こうした観点は、不必要に忙しく、しかめ面を突き合わせた職場ではなく、だれもが明

るく働きやすい宇都宮大学にするために不可欠なものだと確信しています。視点を自分の狭い業務

から真に宇都宮大学のためにと変える、それには上位職の方々が率先して意識改革しリードしなけ

ればなりません。ある方がおっしゃっていました。“給与を得る手段として目の前のことをこなす

のは労働laborである。誇りを持って働く、より良い業務を考えて働く、そこに喜びを感じてこそ仕

事workである。”ぜひともすべての皆さんが“仕事人”になっていただきたいと願っています。 
 
昨年末に文部科学省から発表された令和元年の業務実績評価では、本学と群馬大学が進めた共同

教育学部が“特筆すべき進捗状況にある”3大学の事例の一つとして取り上げられました（残りの1

大学は岐阜大学）。皆さんのご理解やご協力、ご苦労によって、本学のプレゼンスや評価は確実に

上がっています。すべての方々に本学の構成員であることへの自信と誇りをもって業務に励んでい

ただきたいと思います。現在、第三期中期目標・中期計画を確実に実施するための施策を議論する

とともに、池田次期学長候補者を中心とする新執行部では、来年から始まる第四期中期目標・中期

計画期間に向けて、精力的に目標・計画が議論されています。遠からずうちに、みなさんにご議論

いただく時期が来ると思いますが、ぜひとも宇都宮大学の持続的な発展的存続のために、幅広な視

点に立ったご意見・ご提案をいただきたいとお願いいたします。 

冒頭にも述べたように、今年の年頭のご挨拶は、やや異例の内容になってしまいましたが、いず

れにせよ、新年にあたり学長として改めて気持ちを引き締め、みなさんと力を合わせ、社会から信

頼されるより良い大学づくり、働き甲斐のある持続的な大学づくりに励んでいきます。これは池田

次期学長候補者も同じ思いですので、どうかよろしく願いいたします。結びに、今年が皆さんにと

って、宇都宮大学にとって、そうしてあらゆる社会にとって、佳き年になりますことを願い、年頭

のご挨拶と致します。 

 

2021年1月 仕事始めの日に  宇都宮大学長 石田朋靖 
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